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じ
め
に

〇
一
五
・
一
六
世
紀
考
古
遺
物
の
年
代
観
と
港
津
遺
跡
の
廃
絶
・
衰
退
時
期

②
港津
遺
跡
廃
絶
・
衰
退
時
期
の
歴
史
的
状
況

③出
土
資
料
に
見
る
一
五
・
一
六
世
紀
の
物
流
変
革
と
そ
の
背
景

④中
世
海
運
に
お
け
る
安
濃
津
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て

おわ
り
に

［論
文
要
旨
］

　
近年
、
東
日
本
の
太
平
洋
海
運
に
関
す
る
研
究
で
は
、
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
に
発
生
し
た
地
　
　
　
　
考
古
資
料
か
ら
推
測
さ
れ
る
こ
れ
ら
一
連
の
現
象
は
、
明
応
年
間
か
そ
れ
を
大
き
く
遡
ら
な
い
時

震
が東
海
地
方
の
港
津
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
が
強
調
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
　
　
　
期
に
起
き
て
い
る
と
み
ら
れ
、
時
期
的
な
一
致
か
ら
考
え
る
と
、
陶
磁
器
や
土
師
器
皿
の
大
量
消
費

例
と
さ
れ
て
き
た
港
津
遺
跡
の
年
代
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
古
資
料
か
ら
検
討
し
て
み
る
と
、
廃
　
　
　
に
現
わ
れ
て
い
る
地
域
経
済
の
変
容
は
、
も
と
も
と
在
京
を
原
則
と
し
て
い
た
守
護
．
守
護
代
．
奉

絶
・
衰
退
時
期
に
は
微
妙
に
ず
れ
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
一
時
的
な
自
然
災
害
が
港
津
の
廃
絶
・
衰
　
　
　
公
衆
な
ど
の
在
国
化
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
蓋
然
性
が
高
い
。

退
の

決定
的
な
要
因
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
仁
・
文
明
の
乱
以
降
、
明
応
の
政
変
な
ど
を
通
し
て
進
行
す
る
守
護
・
守
護
代
・
奉
公
衆
な
ど

　む
し
ろ
、
一
五
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
て
廃
絶
・
衰
退
す
る
港
津
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
　
　
　
　
の
在
国
化
が
、
東
海
地
方
の
み
に
限
ら
れ
る
現
象
で
は
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
同
様
の
地
域
経
済

こ
と
は
、
物
流
の
変
化
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
時
期
の
地
域
経
済
の
変
　
　
　
　
の
変
容
は
、
他
地
域
の
考
古
資
料
の
分
析
か
ら
も
確
認
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

容を
具
体
的
に
確
認
で
き
る
現
象
と
し
て
、
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
陶
磁
器
の
絶
対
量
が
急
激
に
増
加

す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
陶
磁
器
消
費
の
絶
対
量
が
急
増
す
る
の
と
規
を
一
に
し
て
、
東

海
地
方
各
地
で
京
都
文
化
の
影
響
を
強
く
受
け
た
土
師
器
の
皿
が
目
立
つ
存
在
に
な
る
が
、
こ
う
し

た
現
象
の
背
景
に
は
京
都
文
化
に
慣
れ
親
し
ん
だ
人
々
の
地
方
下
向
と
定
住
を
想
定
で
き
る
。

3
5
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は
じ
め
に

　
近

年
、
文
献
史
学
・
考
古
学
の
双
方
か
ら
、
中
世
東
日
本
の
太
平
洋
沿
岸
に
お
け

る
海
運
・
流
通
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
。
中
で
も
、
明
応
七
年
（
一
四
九

八
）
に
発
生
し
た
地
震
（
以
下
、
明
応
地
震
と
表
記
）
が
太
平
洋
海
運
に
与
え
た
影

響
の
大

き
さ
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
論
者
が
指
摘
し
て
い
る
〔
阿
部
一
九
九
九
、

有
光
一
九
九
五
、
伊
藤
一
九
九
七
a
・
一
九
九
七
b
、
加
藤
一
九
九
九
、
峰
岸

一
九
九

五
、
矢
田
一
九
九
六
・
一
九
九
九
〕
。
私
自
身
、
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
教

え
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
読
了
後
、
い
く
つ
か
の
疑
問
が
湧
い
て
き

た
。　

そ
の
第
一
は
、
伊
勢
の
大
湊
の
よ
う
に
明
応
地
震
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ユ
　

に

も
拘
わ
ら
ず
、
ご
く
短
期
間
の
う
ち
に
復
興
さ
れ
て
い
る
事
例
と
、
伊
勢
の
安
濃

津
や
遠
江
の
橋
本
に
関
連
す
る
と
目
さ
れ
て
い
る
元
島
遺
跡
の
よ
う
に
、
明
応
地
震

に

よ
っ
て
廃
絶
も
し
く
は
衰
退
し
た
と
さ
れ
る
事
例
の
存
在
で
あ
る
。
も
し
、
そ
の

港
津
が
物
流
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
速
や

か

に
復
興
さ
れ
て
然
る
べ
き
な
の
で
あ
っ
て
、
復
興
さ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
何

か

そ
れ
を
阻
む
要
因
が
別
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
明
応

地
震
は
一
つ
の
き
っ
か
け
で
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
港
津
が
廃
絶
・
衰
退
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ど
ザ

て

い
く
決
定
的
理
由
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

そ
し
て
第
二
は
、
第
一
の
疑
問
点
と
も
関
連
す
る
が
、
い
く
つ
か
の
港
津
で
指
摘

さ
れ
て
い
る
明
応
地
震
に
よ
る
廃
絶
も
し
く
は
衰
退
と
い
っ
た
現
象
を
、
歴
史
的
事

実

（史
実
）
と
し
て
捉
え
て
良
い
か
ど
う
か
の
問
題
で
あ
る
。
実
は
、
伊
勢
の
安
濃

津
に
し
て
も
遠
江
の
橋
本
に
し
て
も
、
明
応
地
震
で
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
た
め
に

集
落
を
移
転
さ
せ
た
と
い
う
記
事
は
、
い
ず
れ
も
近
世
の
文
献
に
の
み
認
め
ら
れ
る

に

過

ぎ
ず
、
同
時
代
史
料
で
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
〔
矢
田
一

九

九

六
〕
。
後
世
の
地
誌
に
、
寛
文
二
二
年
（
一
六
七
三
）
の
洪
水
で
壊
滅
し
た
と

記

さ
れ
て
い
る
草
戸
千
軒
町
が
、
洪
水
以
前
に
寂
び
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
発
掘
調
査
の
事
例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
後
世
の
記
事
や
伝
聞
を
鵜
呑
み
に
で

き
な
い
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い
だ
ろ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
今
、
明
応
地
震
に
よ
る
港
津
の
廃
絶
・
衰
退
を
確
認
し
よ
う
と
す

る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
考
古
学
的
な
発
掘
調
査
の
成
果
に
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
思

わ
れ
る
の
だ
が
、
現
在
、
考
古
学
側
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
る
年
代
観
は
そ
れ
ほ
ど
確

固
た
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
、
こ
の
点
に
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
前
提

と
し
た
立
論
は
根
底
か
ら
揺
ら
ぐ
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず

筆
者
は
、
最
近
知
り
え
た
い
く
つ
か
の
発
掘
調
査
成
果
か
ら
、
現
在
流
布
し
て
い
る

遺
物
の
年
代
観
に
疑
問
を
も
つ
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
ま
ず
第
二
の
疑

問
点
に
つ
い
て
現
在
の
筆
者
の
見
解
を
示
し
、
次
に
可
能
な
範
囲
で
第
一
の
疑
問
点

お

よ
び
関
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

〇
一
五
・
一
六
世
紀
考
古
遺
物
の
年
代
観
と
港
津
遺
跡
の
廃
絶
・
衰
退
時
期

　
未
だ
土
器
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
旧
石
器
（
先
土
器
）
時
代
の
遺
跡
は
別
に
し

て
、
一
般
的
に
日
本
の
遺
跡
か
ら
最
も
多
く
出
土
す
る
人
工
遺
物
は
焼
き
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
破
損
し
た
場
合
に
新
た
な
製
品
の
原
材
料
と
し
て
再
利
用
（
リ
サ
イ

ク
ル
）
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
上
に
、
土
中
で
も
腐
ら
な
い
と
い
う
性
質
に

基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
が
、
結
果
と
し
て
こ
の
性
質
が
遺
跡
の
年
代
を
考
え
る
上
で

大
き
な
効
力
を
発
揮
す
る
。
こ
れ
は
、
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
一
五
・
一
⊥
ハ
世
紀

の

遺
跡
の
場
合
も
同
様
で
、
明
応
地
震
に
よ
る
港
津
の
廃
絶
・
衰
退
例
と
さ
れ
る
安

濃
津
や
元
島
遺
跡
も
、
遺
跡
の
年
代
は
出
土
し
た
焼
き
も
の
か
ら
推
測
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
両
遺
跡
の
廃
絶
年
代
を
考
え
る
上
で
、
共
通
し
て
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
の

が
瀬

戸
・
美
濃
窯
産
の
施
紬
陶
器
（
以
下
、
瀬
戸
美
濃
陶
器
と
略
記
）
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
の
瀬
戸
美
濃
陶
器
の
編
年
に
つ
い
て
は
、
井
上
喜
久
男
氏
と
藤
澤
良
祐

氏

に
よ
る
一
連
の
研
究
〔
井
上
　
一
九
七
六
・
一
九
八
五
・
一
九
八
七
・
一
九
八
八
・

36
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一
九
九

〇
・
一
九
九
二
、
藤
澤
一
九
八
六
・
一
九
九
一
a
・
一
九
九
四
・
二
〇
〇
一
〕

が

あ
り
、
方
法
論
の
異
な
る
両
氏
の
編
年
観
を
単
純
に
対
比
し
て
並
行
関
係
を
論
ず

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
大
き
な
変
化
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
認
識
は
共
通
し
て
お

り
、
暦
年
代
（
実
年
代
）
観
に
つ
い
て
も
極
端
に
大
き
な
違
い
は
な
い
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
安
濃
津
や
元
島
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書

〔
伊
藤
一
九
九
七
b
、
加
藤
一
九
九
九
〕
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
藤
沢
氏
の
編
年

に
よ
っ
て
記
述
を
進
め
た
い
。

　
ま
ず
、
藤
沢
氏
に
よ
る
最
新
の
研
究
成
果
に
よ
る
と
、
明
応
年
間
を
前
後
す
る
時

期
の
瀬
戸
美
濃
陶
器
の
暦
年
代
観
は
次
の
通
り
で
あ
る
〔
藤
澤
二
〇
〇
一
．
二
〇

〇
二
〕
。古

瀬
戸
後
W
期
新
段
階
：
（
一
四
六
〇
年
頃
）
～
一
四
八
〇
年
代

大
窯
第
1
段
階
：
一
四
八
〇
年
代
～
一
五
三
〇
年
前
後

大
窯
第
2
段
階
：
一
五
三
〇
年
前
後
～
一
五
六
〇
年
代

大
窯
第
3
段
階
：
一
五
⊥
ハ
○
年
代
～
一
五
九
〇
年
代
初
頭

　
も
っ
と
も
、
こ
の
年
代
観
は
安
濃
津
や
元
島
遺
跡
の
報
告
書
刊
行
後
に
修
正
見
解

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
両
遺
跡
の
報
告
書
刊
行
時
点
で
の
藤
沢

氏
の

暦
年
代
観
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
く
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
〔
藤
澤
一

九

九
一
a
・
一
九
九
四
〕
。

古
瀬
戸
後
W
期
新
段
階
：
一
四
六
〇
年
頃
～
一
四
八
五
年
頃

大
窯
第
1
段
階
：
一
四
八
五
年
頃
～
一
五
二
〇
年
頃

大
窯
第
2
段
階
：
一
五
二
〇
年
頃
～
一
五
五
五
年
頃

大
窯
第
3
段
階
：
一
五
五
五
年
頃
～
一
五
九
〇
年
頃

こ
の
よ
う
に
、
暦
年
代
観
に
微
妙
な
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
明
応
地
震
が
起
き
た

己
　300

200

100

0

大

窯
第
4
段
階

大
窯
第
3
段
階

大
窯

第
2
段
階

大
窯
第
－
段
階

古
瀬
芦
後
W
期
新
段
階

古
瀬
戸
後
W
期
古
段
階

古
瀬
戸
後
田
期

古
瀬
戸
後
1
・
H
期

古
瀬
戸
中
期

古
瀬
戸
前
期

元島遺跡出土瀬戸・美濃陶器時期別出土量図

　　　　　　　　　　　　（加藤1999より改変）

図1

曽

と
さ
れ
る
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
が
大
窯
第
1
段
階
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、

一
貫
し
て
変
わ
り
が
な
い
。
そ
し
て
、
安
濃
津
で
は
少
量
の
大
窯
第
1
段
階
の
も
の

を
最
後
と
し
て
、
そ
れ
以
降
の
段
階
の
瀬
戸
美
濃
陶
器
が
出
土
し
て
い
な
い
こ
と
、

元
島
遺
跡
で
は
大
窯
第
2
段
階
以
降
の
瀬
戸
美
濃
陶
器
の
出
土
量
が
激
減
し
て
い
る

こ
と
（
図
1
）
を
根
拠
に
、
明
応
地
震
に
よ
る
集
落
の
廃
絶
や
衰
退
が
論
じ
ら
れ
て

い

る
〔
伊
藤
一
九
九
七
a
・
一
九
九
七
b
、
加
藤
一
九
九
九
〕
。
こ
れ
ら
の
論
旨

は
極
め
て
明
快
で
、
そ
こ
に
は
一
見
何
も
問
題
は
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し

か

し
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
筆
者
は
論
旨
の
前
提
と
な
る
瀬
戸
美
濃
陶
器
の

暦
年
代
観
自
体
に
改
め
て
検
討
す
べ
き
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
な
ぜ
そ
う
考
え
る
の
か
、
次
に
根
拠
を
示
そ
う
。

　
①
京
都
市
山
科
区
の
山
科
本
願
寺
跡
か
ら
、
法
華
宗
徒
に
よ
る
天
文
元
年
（
一
五

　
　
三

二
）
の
焼
き
討
ち
に
関
わ
る
と
見
ら
れ
る
焼
土
層
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ

　
　
の
焼
土

層
か
ら
出
土
し
た
瀬
戸
美
濃
陶
器
が
、
古
瀬
戸
後
W
期
新
段
階
の
も
の
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図2　山科本願寺跡出土瀬戸美濃陶器実測図（S＝1　4）（永田・近藤1999より）

図3　城之内遺跡出土瀬戸美濃陶器実測図（S＝1◆4）（内堀ほか2000より）

図4　鷺山仙道遺跡出土瀬戸美濃陶器実測図（S＝1：4）（高木ほか2002より）
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を
一
部
含
み
つ
つ
も
、
大
窯
第
1
段
階
の
も
の
を
主
体
と
し
て
お
り
、
同
第
2

　
　

段
階
以
降
の
も
の
を
含
ん
で
い
な
い
こ
と
（
図
2
）
〔
永
田
・
近
藤
一
九
九
九
、

　
　

近
藤

一
九
九
九
〕
。

　
②
岐
阜
市
の
城
之
内
遺
跡
か
ら
、
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
に
長
良
川
の
大
洪
水

　
　
で
廃
絶

し
た
枝
広
館
（
美
濃
国
守
護
土
岐
氏
の
居
館
）
と
目
さ
れ
る
遺
構
が
発

　
　

見
さ
れ
て
お
り
、
洪
水
に
よ
っ
て
廃
絶
し
た
と
見
ら
れ
る
戦
国
時
代
の
遺
構
か

　
　

ら
は
、
山
科
本
願
寺
と
同
様
に
、
瀬
戸
美
濃
陶
器
は
大
窯
第
1
段
階
ま
で
の
も

　
　

の

し
か
出
土
し
て
お
ら
ず
、
古
瀬
戸
後
W
期
新
段
階
の
も
の
を
一
定
量
含
ん
で

　
　

い

る
こ
と
（
図
3
）
〔
内
堀
ほ
か
二
〇
〇
〇
〕
。

　
③
岐
阜
市
の
鷺
山
仙
道
遺
跡
は
、
永
正
六
年
二
五
〇
九
）
～
天
文
元
年
（
一
五

　
　
三

二
）
ま
で
美
濃
国
の
守
護
所
で
あ
っ
た
福
光
城
の
城
下
町
推
定
地
で
あ
る
が
、

　
　
出
土
す
る
瀬
戸
美
濃
陶
器
は
古
瀬
戸
後
W
期
新
段
階
の
も
の
を
主
体
と
し
て
お

　
　

り
、
大
窯
第
1
段
階
の
も
の
は
少
量
含
ま
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
（
図

　
　

4
）
〔
高
木
ほ
か
二
〇
〇
二
〕
。

　
即
ち
、
①
・
②
の
事
例
か
ら
は
、
一
五
三
〇
年
代
前
半
が
大
窯
第
1
段
階
に
含
ま

れ

る
で
あ
ろ
う
こ
と
と
、
古
瀬
戸
後
W
期
新
段
階
と
大
窯
第
1
段
階
の
境
が
一
五
三

〇

年
を
大
き
く
遡
ら
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
、
③
の
事
例
か
ら
は
、
古
瀬
戸
後
W
期
新

段
階
と
大
窯
第
1
段
階
の
境
が
一
五
〇
九
～
］
五
三
二
年
の
間
で
も
後
半
側
で
あ
る

蓋
然
性
が
高
い
こ
と
、
以
上
を
結
論
と
し
て
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
場
合
に
は
、
従
来
大
窯
製
品
と
目
さ
れ
て
き
た

永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
・
永
正
一
三
年
（
一
五
一
六
）
の
刻
銘
を
も
つ
瀬
戸
美
濃

陶
器
の
鉄
紬
四
耳
壼
（
前
者
は
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
後
者
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
蔵
）
の
存
在
が
問
題
と
し
て
残
る
。
し
か
し
、
類
品
は
古
瀬
戸
後
W
期
に
編
年
さ

れ

る
菊
畑
窯
や
五
釜
窯
（
い
ず
れ
も
愛
知
県
瀬
戸
市
）
か
ら
も
少
な
か
ら
ず
出
土
し

て

お
り
、
必
ず
し
も
大
窯
第
1
段
階
を
一
六
世
紀
第
1
四
半
期
に
遡
ら
せ
て
考
え
る

根
拠

と
は
な
り
え
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
鉄
紬
四
耳
壼
が
大
窯
製
品
と
目
さ
れ

て

き
た
背
景
に
、
大
窯
第
1
段
階
の
開
始
を
一
五
世
紀
末
に
ま
で
遡
ら
せ
て
考
え
る

編
年
観
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
前
記
①
～
③
の
事
例
が
指
し
示
し
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も
瀬
戸
美
濃
陶

器
が
廃
棄
さ
れ
た
年
代
で
あ
っ
て
、
生
産
年
代
が
そ
れ
よ
り
も
若
干
遡
る
蓋
然
性
が

高
い
こ
と
は
充
分
に
考
慮
さ
れ
て
よ
い
。
し
か
し
、
こ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
た
と
し

て

も
、
消
費
遺
跡
に
お
い
て
は
、
一
六
世
紀
の
第
1
四
半
期
は
未
だ
古
瀬
戸
後
W
期

新
段
階
が
主
体
的
な
存
在
で
あ
り
、
大
窯
第
1
段
階
は
む
し
ろ
一
六
世
紀
第
2
四
半

期
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
少
量
と
は
い
え
ど

も
安
濃
津
で
大
窯
第
1
段
階
の
瀬
戸
美
濃
陶
器
が
出
土
し
て
い
る
事
実
は
、
明
応
地

震
以
後
も
永
正
・
大
永
年
間
（
一
五
〇
四
～
一
五
二
八
）
頃
ま
で
は
集
落
が
存
在
し

て

い

た
こ
と
を
示
す
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。
ま
た
、
元
島
遺
跡
で
見
ら
れ
る
大
窯

第
2
段
階
以
降
の
瀬
戸
美
濃
陶
器
の
出
土
量
が
少
な
い
と
い
う
現
象
も
、
弘
治
・
永

禄
年
間
（
一
五
五
五
～
一
五
七
〇
）
頃
に
集
落
が
衰
退
し
始
め
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
明
応
地
震
と
の
直
接
的
な
関
連
を
見
出
す
こ
と
は
難
し

い
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

②
港
津
遺
跡
廃
絶
・
衰
退
時
期
の
歴
史
的
状
況

　

さ
て
、
前
段
で
の
検
討
で
、
安
濃
津
や
元
島
遺
跡
の
廃
絶
・
衰
退
が
一
六
世
紀
代

に
起
き
た
現
象
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
判
っ
た
が
、
明
応
地
震
が
直
接
的
な
原
因
で

な
い
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
の
廃
絶
・
衰
退
要
因
は
↓
体
何
に
求
め
る
こ
と
が

で

き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
安
濃
津
で
は
大
窯
第
1
段
階
ま
で
の
瀬
戸
美
濃
陶

器
し
か
出
土
し
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
元
島
遺
跡
で
は
量
を
減
少
さ
せ
な
が
ら
も
、

大
窯
第
2
段
階
以
降
の
瀬
戸
美
濃
陶
器
（
瀬
戸
美
濃
陶
器
の
技
術
を
導
入
し
て
焼
か

れ

た
初
山
・
志
戸
呂
窯
製
品
を
含
む
）
が
一
定
量
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

両
者
の
廃
絶
・
衰
退
要
因
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
保
証
も
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
本
来
な
ら
ば
ま
ず
個
別
の
遺
跡
に
即
し
て
、
そ
の
廃
絶
・
衰
退
要

因
が
探
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
個
々
の
港
津
に
関
す
る
中
世
の
文
献
資
料
（
史
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料
）
は
ご
く
限
ら
れ
て
お
り
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
安
濃
津
に
つ
い
て
も
橋
本
に

つ
い
て

も
、
同
時
代
史
料
の
中
に
廃
絶
・
衰
退
要
因
を
明
記
し
た
も
の
は
全
く
知
ら

れ
て

い

な
い
。
加
え
て
、
考
古
学
的
な
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
も
、
津
波
・
洪
水
な
ど

の

明
確
な
自
然
災
害
の
痕
跡
が
見
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
時
期
別
の
出
土
遺
物
量
か
ら

盛

衰
を
現
象
と
し
て
捉
え
う
る
に
過
ぎ
な
い
以
上
、
港
津
の
廃
絶
・
衰
退
要
因
を
個

別
の
遺
跡
に
即
し
て
明
ら
か
に
す
る
作
業
は
困
難
を
極
め
る
。
そ
こ
で
、
次
に
一

五
・
一
六
世
紀
の
東
海
地
方
に
お
け
る
海
運
を
取
り
巻
く
大
き
な
状
況
に
目
を
転
じ

て
、
そ
の
中
に
安
濃
津
や
元
島
遺
跡
の
廃
絶
・
衰
退
要
因
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な

い

か
を
考
え
て
み
た
い
。

　
既

に
文
献
史
学
は
、
安
濃
津
が
面
す
る
伊
勢
湾
の
場
合
、
一
五
世
紀
後
葉
の
文
明

年
間
（
一
四
六
九
～
一
四
八
七
）
に
、
守
護
や
有
力
国
人
の
関
与
の
下
に
海
関
で
あ

る
「
警
固
」
が
乱
立
す
る
状
況
に
あ
り
、
伊
勢
神
宮
と
り
わ
け
外
宮
が
そ
の
停
止
に

奔
走
し
て
い
た
こ
と
、
一
六
世
紀
初
頭
に
は
、
北
畠
氏
被
官
の
愛
洲
氏
に
よ
る
大
湊

出
兵
の
動
き
（
永
正
六
年
：
一
五
〇
九
）
や
、
国
人
の
長
野
氏
に
よ
る
桑
名
占
領

（永
正
八
年
：
一
五
一
一
）
な
ど
、
守
護
・
国
人
が
流
通
拠
点
と
し
て
の
港
津
支
配

に
積
極
的
に
介
入
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
〔
飯

田
一
九
八
八
・
一
九
九
六
、
稲
本
一
九
九
二
〕
。
そ
し
て
、
戦
国
時
代
と
呼
ば
れ

て

い

る
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
中
頃
に
は
、
東
海
地
方
に
お
い
て
も
、
守
護
・

守
護
代
・
国
人
を
は
じ
め
と
す
る
諸
勢
力
の
激
し
い
角
逐
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
彼
ら
が
実
力
で
支
配
し
よ
う
と
し
た
港
津
の
盛
衰
が
、
こ
れ
ら
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

勢
力
の
対
立
・
抗
争
と
無
縁
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
の

置
か
れ
て
い
る
政
治
的
・
社
会
的
状
況
の
違
い
に
起
因
し
て
、
各
港
津
の

廃
絶
・
衰
退
時
期
が
異
な
る
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
共
に
明
応

地
震
で
大
被
害
を
受
け
た
と
さ
れ
る
安
濃
津
や
元
島
遺
跡
が
、
微
妙
に
時
期
を
違
え

て

廃
絶
・
衰
退
す
る
こ
と
に
も
一
定
の
合
理
的
な
説
明
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
当
時
の
港
津
を
め
ぐ
る
諸
状
況
の
中
で
、

そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
解
釈
の
一
例
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
の

で

あ
っ
て
、
論
証
と
し
て
は
著
し
く
不
充
分
で
あ
る
こ
と
を
否
め
な
い
。
し
か
し
な

が

ら
、
一
五
・
一
六
世
紀
の
東
海
地
方
に
お
け
る
物
流
の
変
革
は
、
数
少
な
い
文
献

資
料
か
ら
垣
間
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
く
、
考
古
資
料
か
ら
も
充
分
に
窺

い

知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

③
出
土
資
料
に
見
る
一
五
・
一
六
世
紀
の
物
流
変
革
と
そ
の
背
景

　
近
年
、
東
海
地
方
で
も
中
・
近
世
遺
跡
の
発
掘
調
査
事
例
は
飛
躍
的
に
増
加
し
て

い

る
が
、
中
で
も
城
館
跡
を
は
じ
め
と
す
る
一
五
・
一
六
世
紀
の
遺
跡
の
調
査
例
が

多
い
こ
と
は
、
特
に
目
を
惹
く
。
い
ま
、
こ
こ
で
膨
大
な
量
に
及
ぶ
個
別
遺
跡
の
調

査
成
果
の
詳
細
に
触
れ
て
い
る
余
裕
は
な
い
が
、
多
く
の
調
査
事
例
を
通
覧
し
て
気

付
く
こ
と
は
、
藤
澤
氏
に
よ
る
瀬
戸
美
濃
陶
器
編
年
の
古
瀬
戸
後
W
期
古
段
階
か
ら

同
新
段
階
に
か
け
て
、
爆
発
的
と
も
形
容
し
う
る
ほ
ど
に
出
土
陶
磁
器
の
量
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
個
々
の
遺
跡
の
盛
衰
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別

の

事
情
が
少
な
か
ら
ず
反
映
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
同
時
期
に
類
似
の
現
象
が

起
き
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
要
因
が
同
一
で
あ
る
と
い
う
保
証
も
な
い
の
だ

が
、
無
関
係
と
考
え
る
に
は
、
こ
の
時
期
に
陶
磁
器
消
費
量
の
急
増
す
る
遺
跡
は
余

り
に
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
印
象
は
、
古
瀬
戸
後
W
期
新
段
階
に
始
ま
る
中
世
城
館
が
多
い
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
ザ

も
起
因
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
度
々
採
り
上
げ
て
き
た
元
島
遺
跡
に
も
共
通
し
て
認

め

ら
れ
る
現
象
で
あ
る
（
図
1
）
。
ま
た
、
一
二
・
二
二
世
紀
以
降
継
続
的
に
集
落

が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
名
古
屋
城
三
の
丸
遺
跡
の
第
六
・
七
次

調
査
地

点
（
名
古
屋
市
）
で
も
、
古
瀬
戸
後
W
期
を
境
と
し
て
、
廃
棄
さ
れ
て
い
る

瀬
戸
美
濃
陶
器
の
量
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
（
図
5
）
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
に

お
け
る
瀬
戸
美
濃
陶
器
消
費
量
の
急
増
は
、
単
に
新
た
な
消
費
地
の
出
現
を
意
味
す

る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
既
存
の
消
費
地
に
も
共
通
す
る
現
象
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
古
瀬
戸
後
W
期
新
段
階
に
続
く
大
窯
第
1
段
階
に
、
瀬
戸
・
美
濃
窯
で
の
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図5　名古屋城三の丸遺跡第6・7次調査地点出

　　　瀬戸美濃陶器時期別出土量図

陶
器
生
産
が
、
窪
窯
か
ら
大
窯
に
転
換
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
需
要
の
増
大

に
対
応
す
る
生
産
体
制
の
変
革
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
現
象
は
暦
年
代
と
し
て
は
い
つ
頃
に
起
き
た
こ
と
で
、
そ

の
背
景
に
は
い
か
な
る
要
因
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

一
六
世
紀
第
1
四
半
期
に
消
費
地
で
主
体
的
な
存
在
で
あ
っ
た
瀬
戸
美
濃
陶
器
は
、

古
瀬
戸
後
W
期
新
段
階
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
生
産
年
代
が
若
千
遡
る
で
あ
ろ
う
こ

と
を
考
慮
に
入
れ
た
と
し
て
も
、
同
段
階
の
始
ま
り
が
明
応
年
間
（
一
四
九
二
～
一

五

〇
、
）
を
大
き
く
遡
る
と
は
考
え
に
く
い
。
つ
ま
り
、
多
く
の
遺
跡
に
見
ら
れ
る

陶
磁
器
消
費
量
の
爆
発
的
な
増
大
は
、
明
応
年
間
を
前
後
す
る
時
期
に
始
ま
っ
て
い

る
蓋
然
性
が
高
く
、
こ
れ
は
応
仁
・
文
明
の
乱
以
降
、
明
応
の
政
変
（
一
四
九
三

年
）
を
含
め
た
政
治
的
動
向
の
中
で
、
守
護
・
守
護
代
・
奉
公
衆
ら
の
在
国
化
が
進

行
し
、
彼
ら
の
領
国
・
所
領
経
営
が
強
化
さ
れ
た
時
期
に
当
た
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。　

即

ち
、
こ
れ
ら
］
連
の
政
治
的
・
社
会
的
な
動
向
の
中
で
地
域
経
済
が
活
性
化
し
、

消
費
物
資
の
絶
対
量
が
増
大
し
た
結
果
、
多
く
の
遺
跡
に
お
い
て
陶
磁
器
消
費
量
が

劇
的
に
増
加
し
た
可
能
性
を
、
こ
こ
で
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
消
費
の
絶
対
量
が

増
加
す
る
に
は
、
前
提
条
件
と
し
て
生
産
地
と
消
費
地
を
繋
ぐ
物
流
が
盛
ん
に
な
っ

て

い

る
必
要
が
あ
り
、
物
流
の
一
端
を
担
う
水
運
が
そ
の
重
要
性
を
増
し
た
で
あ
ろ

う
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
歴
史
的
文
脈
の
中
で
考
え
る
な

ら
ば
、
先
に
挙
げ
た
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
の
愛
洲
氏
大
湊
出
兵
の
動
き
や
、
永

正
八
年
（
一
五
一
一
）
の
長
野
氏
に
よ
る
桑
名
占
領
と
い
っ
た
事
件
も
、
守
護
や
国

人
層
の
領
国
・
所
領
経
営
強
化
の
動
き
の
一
環
と
し
て
理
解
し
や
す
い
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
時
期
的
な
一
致
を
挙
げ
る
だ
け
で
は
状
況
証
拠
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

っ

て
、
そ
れ
だ
け
で
は
地
域
に
お
け
る
消
費
経
済
の
高
ま
り
と
、
守
護
や
国
人
層
の

動
向
を
結
び
付
け
て
理
解
す
る
こ
と
の
決
定
的
な
根
拠
と
は
な
り
え
な
い
。
し
か
し
、

両

者
の
関
わ
り
を
推
測
さ
せ
る
材
料
は
、
決
し
て
瀬
戸
美
濃
陶
器
の
生
産
・
消
費
状

況
に

限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
既
に

度
々
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、
古
瀬
戸
後
W
期
新
段
階
か
ら
生
活
遺
跡
に
廃
棄

さ
れ
る
陶
磁
器
量
が
劇
的
に
増
加
す
る
が
、
こ
の
時
期
の
遺
跡
・
遺
構
か
ら
特
徴
的

に
出
土
す
る
遺
物
に
土
師
器
皿
が
あ
る
。
膝
下
に
瀬
戸
・
美
濃
・
常
滑
と
い
っ
た
大

窯
業
地
を
擁
し
て
い
る
東
海
地
方
で
は
、
古
代
・
申
世
を
通
し
て
陶
器
（
須
恵
器
を

含

む
）
が
出
土
食
器
の
主
体
的
存
在
で
あ
り
、
も
と
も
と
土
師
器
㎜
の
消
費
量
は
決

し
て
多
く
は
な
い
の
だ
が
、
瀬
戸
美
濃
陶
器
と
規
を
一
に
し
て
出
土
量
が
急
増
す
る

事
実
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

　
特

に
、
伊
勢
・
美
濃
・
東
三
河
・
西
遠
江
で
は
非
ロ
ク
ロ
成
形
の
も
の
が
、
尾
張
・

西
三

河
・
東
遠
江
で
は
ロ
ク
ロ
成
形
の
も
の
が
卓
越
す
る
な
ど
、
土
師
器
皿
は
地
域

ご

と
に
様
相
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
〔
尾
野
一
九
九
七
〕
、
基
本
的
に
旧
国
単
位

未
満
の
小
地
域
内
で
生
産
・
流
通
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
地
域

の
枠
を
越
え
て
京
都
の
土
師
器
皿
が
模
倣
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
（
図

6
）
。
こ
う
し
た
現
象
の
背
景
に
は
、
京
都
の
土
師
器
皿
文
化
に
慣
れ
親
し
ん
だ
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京都（非ロクロ） 美濃（非ロクロ｝ イ弄勢（ヲFロクロ）

尾張（ロクロ） 東三河（非ロクロ）

西遠江（非ロクロ） 東遠江（ロクロ）

京　都：高速鉄道鳥丸線内遺跡（京都市）

美　濃：鷺山仙道遺跡（岐阜市〉

伊　勢：桑部城跡（桑名市）

尾　張：名古屋城三の丸遺跡（名古屋市）

東三河：吉田城跡（豊橋市）

西遠江：城ノ前遺跡（新居町）

東遠江：伊平遺跡（菊川町）

図6　15世紀末～16世紀前葉ころの東海地方各地の土師器皿比較図（S＝1：4）

　　　　（大矢ほか1981、高木ほか2002、斉藤・水谷1996、尾野ほか1995、赤木ほか

　　　1994、岡本1989、塚本ほか1995より一部改変）
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人
々

の
地
方
下
向
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
当
該
期
の
美
濃
の
土
師
器
皿
に
つ
い
て

考
察
し
た
井
川
祥
子
氏
は
、
足
利
義
視
父
子
や
応
仁
の
乱
を
避
け
た
文
化
人
の
美
濃

下
向
と
の
関
連
性
を
示
唆
し
て
い
る
〔
井
川
一
九
九
七
〕
。
た
だ
、
土
師
器
皿
に
見

ら
れ
る
京
都
文
化
志
向
が
美
濃
地
域
に
限
ら
れ
る
現
象
で
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

そ
れ
ら
の
諸
要
因
に
加
え
て
、
も
と
も
と
在
京
を
原
則
と
し
て
い
た
守
護
・
守
護

代
・
奉
公
衆
ら
が
在
国
化
す
る
動
き
の
中
に
も
要
因
の
一
端
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
以

上
、
一
五
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
代
に
か
け
て
の
物
流
の
変
革
現
象
と
港
津
の
盛

衰
を
、
一
時
的
な
自
然
災
害
に
よ
る
も
の
と
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
当
時
の
政
治

的
・
社
会
的
情
勢
に
要
因
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
そ
し
て
、

一
例

と
し
て
守
護
・
守
護
代
や
国
人
ら
地
域
勢
力
に
よ
る
領
国
・
所
領
経
営
と
の
関

連

を
指
摘
し
た
が
、
も
と
よ
り
筆
者
も
そ
れ
で
全
て
が
説
明
で
き
る
と
考
え
て
い
る

訳
で

は
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
量
消
費
型
の
社
会
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

は
、
生
産
地
と
消
費
地
を
繋
ぐ
物
流
の
活
発
化
が
必
要
で
あ
り
、
脇
田
晴
子
氏
ら
文

献
史
学
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
物
流
が
盛
ん
に
な
る
背
景
に
は
、
そ
れ
を
可
能
と

す
る
商
業
資
本
の
成
長
も
あ
る
だ
ろ
う
〔
脇
田
一
九
九
三
〕
。
た
だ
し
、
モ
ノ
か
ら

歴
史
を
考
え
る
考
古
学
の
立
場
か
ら
は
、
結
果
と
し
て
の
現
象
は
把
握
で
き
て
も
、

前
提
条
件
と
し
て
の
資
本
の
蓄
積
と
い
っ
た
、
形
に
残
ら
な
い
事
象
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
誠
に
残
念
で
は
あ
る
が
、
こ
の
点

に
つ
い
て
の
解
明
は
、
他
分
野
で
の
研
究
の
進
展
に
期
待
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で

は
現
象
面
の
指
摘
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

④
中
世
海
運
に
お
け
る
安
濃
津
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
つ
て

　
さ
て
、
冒
頭
で
掲
げ
た
二
つ
の
疑
問
に
つ
い
て
は
、
以
上
で
お
お
よ
そ
の
見
通
し

を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
が
、
依
然
と
し
て
筆
者
の
中
に
く
す
ぶ
る
疑
問
は
、

中
世
の
安
濃
津
が
ど
れ
ほ
ど
の
港
で
あ
っ
た
か
で
あ
る
。
近
年
の
研
究
の
中
に
は
、

明
応
地
震
以
前
に
安
濃
津
が
果
た
し
て
い
た
役
割
を
非
常
に
高
く
評
価
し
、
「
伊
勢

か

ら
東
側
の
一
番
大
き
な
湊
」
で
、
「
太
平
洋
海
運
の
中
心
で
あ
っ
た
」
と
す
る
論

考
ま
で
あ
る
〔
矢
田
一
九
九
九
a
〕
。
そ
し
て
、
交
易
拠
点
と
し
て
の
安
濃
津
の
重

要
性
が
説
か
れ

る
際
に
、
頻
繁
に
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
が
常
滑
焼
の
流
通
で
あ

る
〔
伊
藤
一
九
九
七
a
・
一
九
九
七
b
・
一
九
九
八
b
・
一
九
九
九
・
二
〇
〇
〇
、

矢
田
一
九
九
八
・
一
九
九
九
a
・
一
九
九
九
b
・
二
〇
〇
こ
。

　
確
か

に
、
既
に
多
く
の
先
学
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
世
の
常
滑
焼
の
壷
・

甕
が
列
島
の
か
な
り
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
流
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
紛
れ
も
な
い

事
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
安
濃
津
が
そ
の
流
通
の
最
大
拠
点
で
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
伊
勢
以
東
の
最
大
の
港
津
、
あ
る
い
は
太
平
洋
海
運
の
中
心
と
い
う
評
価
も
あ

な
が
ち
的
外
れ
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
安
濃
津
が
広
域
流
通
品
と

し
て
の
常
滑
焼
の
集
散
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
一
体
何
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
だ
ろ

う
か
。
筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
先
行
研
究
で
示
さ
れ
て
い
る
論
点
は
、
次
の
二
点
に

集
約
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　
①
安
濃
津
の
発
掘
調
査
で
、
〈
山
茶
碗
〉
と
通
称
さ
れ
る
一
三
世
紀
頃
の
尾
張
地

　
　
域
産
無
粕
陶
器
が
多
数
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
大
半
が
未
使
用
で
、
焼
成
時
に

　
　
融
着
し
て
し
ま
っ
た
不
良
品
ま
で
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
「
生
産
地
で
選
別

　
　

さ
れ
、
完
成
品
と
し
て
出
荷
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
生
産
地
で
は
何
の
調
整
も

　
　
さ
れ
ず
～
重
ね
焼
き
を
し
た
窯
詰
め
状
態
の
ま
ま
～
ま
さ
に
十
把
一
絡
の
状
態

　
　
で
安
濃
津
へ
と
運
ば
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
尾

　
　
張
地
域
産
の
陶
器
が
全
国
へ
拡
散
（
流
通
）
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
陶

　
　
器
の

集
荷
地
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
安
濃
津
に
、
太
平
洋
海
運
の
拠
点
的

　
　
な
役
割
を
想
定
す
る
〔
伊
藤
一
九
九
七
a
・
一
九
九
七
b
・
一
九
九
八
b
・
一

　

　
九
九
九
、
矢
田
一
九
九
八
・
一
九
九
九
a
・
一
九
九
九
b
・
二
〇
〇
こ
。

②
『
平
家
物
語
』
の
中
に
見
ら
れ
る
平
忠
盛
を
椰
楡
す
る
言
葉
「
伊
勢
平
氏
は
す

　
　
が
め
な
り
け
り
」
を
、
「
伊
勢
瓶
子
は
素
甕
（
瓶
）
な
り
け
り
」
の
意
に
解
釈

　
　
し
、
中
世
前
期
の
伊
勢
で
は
瓶
子
や
素
甕
（
瓶
）
に
相
当
す
る
焼
き
も
の
が
生
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産
さ
れ
て
な
い
こ
と
を
根
拠
に
、
尾
張
産
の
瀬
戸
焼
の
瓶
子
や
常
滑
焼
の
三
筋

　
　
壷
・
広
口
瓶
・
鳶
口
瓶
な
ど
が
伊
勢
を
集
荷
地
と
し
て
流
通
し
て
い
た
た
め
、

　
　
伊
勢
瓶
子
と
呼
ば
れ
た
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
伊
勢
平
氏
の
基
盤
が
安
濃
津
の

　
　
位
置
す
る
安
濃
郡
や
隣
接
す
る
一
志
郡
に
あ
り
、
古
代
以
来
京
都
・
安
濃
津
間

　
　
の

交
通
路
が
整
っ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
、
伊
勢
瓶
子
の
集
荷
地
を
安
濃
津
で

　
　
あ
る
と
す
る
〔
伊
藤
一
九
九
九
・
二
〇
〇
〇
、
矢
田
二
〇
〇
一
〕
。

　
確
か
に
、
そ
の
形
質
か
ら
判
断
し
て
、
①
で
根
拠
と
さ
れ
た
尾
張
地
域
産
の
〈
山

茶
碗
〉
が
常
滑
（
知
多
半
島
）
製
で
あ
る
蓋
然
性
は
充
分
に
あ
り
、
明
確
な
使
用
痕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
　

跡
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
報
告
書

に
も
記
載
が
あ
る
よ
う
に
、
融
着
し
て
し
ま
っ
た
不
良
品
と
い
っ
て
も
、
「
指
に
力

を
込
め
れ
ば
難
な
く
剥
が
せ
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
」
の
も
の
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
を

も
っ
て
生
産
地
で
の
選
別
が
な
か
っ
た
と
ま
で
言
い
切
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な

か

ろ
う
か
。
現
に
、
常
滑
を
含
め
て
尾
張
地
域
で
多
数
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
る
〈
山

茶
碗
〉
の
窯
跡
で
は
、
不
良
品
捨
て
場
で
あ
る
灰
原
か
ら
、
一
〇
個
以
上
の
〈
山
茶

碗
〉
が
融
着
し
て
し
ま
っ
て
、
叩
き
割
り
で
も
し
な
い
限
り
分
離
で
き
な
い
よ
う
な

状
態
で
出
土
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
陶
器
は
何

の
選

別
も
さ
れ
ず
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
融
着
し
て
い
て
も
難
な
く

剥
が
す
こ
と
が
で
き
る
程
度
に
は
、
生
産
地
で
選
別
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ

き
だ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
生
産
地
で
あ
る
程
度
の
選
別
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

か

ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
安
濃
津
が
常
滑
焼
の
集
散
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
否
定

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
使
用
痕
跡
が
確
認
で
き
な
い
陶
器
と
さ
れ
て
い

る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
、
小
型
の
碗
と
し
て
の
〈
山
茶
碗
〉
で
あ
る
こ
と
は
見
逃
せ

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
尾
張
地
域
産
の
〈
山
茶
碗
〉
の
基
本
的
な
流
通
圏
は
、
生
産
地

の
尾
張

を
中
心
と
し
て
、
せ
い
ぜ
い
隣
国
の
美
濃
・
伊
勢
・
三
河
の
一
部
ま
で
に
過

ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
核
と
な
る
流
通
範
囲
が
東
海
地
方
に
限
ら
れ
て
は
い
て
も
、
そ
れ
以

外
の
地
域
か
ら
の
出
土
例
が
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
〈
山
茶
碗
〉
は
近
江
や

京
都
・
鎌
倉
か
ら
も
し
ば
し
ば
出
土
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
京
都

や
鎌
倉
で
出
土
す
る
〈
山
茶
碗
〉
は
、
そ
の
地
域
の
全
出
土
陶
磁
器
の
一
％
に
も
満

た
な
い
量
に
過
ぎ
ず
、
商
品
と
し
て
流
通
し
て
い
た
と
考
え
る
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。

交
易
を
生
業
と
す
る
人
々
が
行
き
交
う
際
に
、
商
品
を
運
搬
し
て
い
た
の
は
当
然
で

あ
る
が
、
付
随
し
て
商
品
の
容
器
や
彼
ら
自
身
の
生
活
必
需
品
が
運
ば
れ
て
い
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
つ
ま
り
、
遠
隔
地
で
出
土
す
る
〈
山
茶
碗
〉
の
多
く
は
、

そ
れ
自
体
が
商
品
と
し
て
流
通
し
た
も
の
で
は
な
く
、
付
随
的
な
物
資
の
動
き
と
し

て

捉
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
少
な
い
な
が
ら
も
京
都
で
出
土
す
る
〈
山
茶
碗
〉
の
多
く
が
、
中
世
前

期
に
は
尾
張
地
域
産
の
も
の
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
中
世
後
期
に
な
る

と
東
美
濃
地
域
産
の
も
の
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
き
た

〔

◎
。
と
い
う
の
も
、
東
美
濃
地
域
産
の
〈
山
茶
碗
〉
が
伊
勢
地
域
か
ら
出
土
す
る
こ

と
は
非
常
に
珍
し
く
、
そ
の
基
本
的
な
流
通
圏
は
、
美
濃
と
尾
張
北
部
域
と
い
っ
た

東
海
地
方
北
部
に
著
し
く
偏
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
稀
に
京
都
で

出
土
す
る
〈
山
茶
碗
〉
が
、
海
路
伊
勢
を
経
由
し
て
運
ば
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
よ

り
は
、
美
濃
の
隣
国
・
近
江
を
経
由
し
て
陸
路
搬
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暗

示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
点
を
考
え
併
せ
る
な
ら
ば
、

使
用
痕
跡
の
乏

し
い
〈
山
茶
碗
〉
が
安
濃
津
で
大
量
に
出
土
し
て
い
る
と
い
う
事
実

か

ら
は
、
安
濃
津
が
近
隣
の
小
地
域
に
対
す
る
物
資
集
散
地
で
あ
る
と
は
言
い
え
て

も
、
太
平
洋
海
運
の
拠
点
と
い
う
評
価
を
下
す
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
②
の
論
点
に
つ
い
て
も
、
「
す
が
め
」
を
素
甕
（
瓶
）
す
な
わ
ち
素
焼
き

の

甕
（
瓶
）
と
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
施
粕
陶
器
で
あ
る
瀬
戸
焼
の
瓶
子
が
伊
勢
瓶

子

と
呼
ば
れ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。
ま
た
、
瀬
戸
焼
の
瓶
子
の
生
産
開
始
が
、

一
二
世
紀
末
を
遡
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
〔
藤
澤
一
九
九
五
〕
、

平
忠
盛
が
「
伊
勢
平
氏
は
す
が
め
な
り
け
り
」
と
椰
楡
さ
れ
た
の
が
天
承
元
年
二

二
二
こ
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
伊
勢
瓶
子
の
実
体
を
瀬
戸
焼
と
見
な
す
こ
と
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に
は
、
や
は
り
否
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　

で

は
、
伊
勢
瓶
子
は
常
滑
焼
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
原
則
と
し
て
人
工
的
に
粕
薬
が

施

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
常
滑
焼
の
場
合
、
と
り
あ
え
ず
素
甕
（
瓶
）
と
し
て
の
必
要

条
件
は
満
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
常
滑
窯
の
鳶
口
瓶
は
、
専
ら
↓
三
世
紀
代
に
焼

か
れ
て

い

る
器
形
で
あ
り
〔
中
野
一
九
九
四
〕
、
こ
れ
を
伊
勢
瓶
子
と
考
え
た
場
合

に

は
、
瀬
戸
焼
の
瓶
子
と
同
様
に
年
代
的
な
齪
齢
が
生
じ
る
。
ま
た
、
三
筋
壼
や
広

口

瓶

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
「
瓶
子
」
と
呼
ぶ
に
は
口
が
広
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ

り
（
図
7
）
、
や
は
り
伊
勢
瓶
子
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
伊
勢
瓶
子
を
瀬
戸
焼
・
常
滑
焼
の
い
ず
れ
と
す
る
こ
と
に
も
問
題

が

あ
る
の
だ
が
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
改
め
て
「
伊
勢
平
氏
は
す
が
め
な
り

け
り
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
「
伊
勢
平
氏
」
が
伊
勢
瓶

子

に
か
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
『
平
家
物
語
』
自
体
に
「
い
せ
の
國
に
住
國
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ね

か
・
り
し
か
ば
、
其
國
の
う
つ
は
も
の
に
事
よ
せ
て
、
伊
勢
平
氏
と
そ
申
け
る
。
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
間
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
問
題
の
「
伊
勢
平
氏
は
す
が
め
な
り

け
り
」
が
、
忠
盛
の
破
格
の
出
世
を
憎
む
殿
上
人
ら
に
よ
っ
て
、
田
舎
者
を
椰
楡
す

る
言
葉
と
し
て
発
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、
一
般
論
と
し
て
椰
楡
の
言
葉
と
い
う
の
は
、
え
て
し
て
実
態
か
ら
は

乖
離

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
伊
勢
瓶
子
を
実
在
す
る
何
か
に
結
び
付
け
な
い
解
釈

も
充
分
に
成
り
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
伊
勢
平
氏
は
す
が

め

な
り
け
り
」
と
い
う
言
葉
は
、
「
伊
勢
は
、
素
焼
き
の
焼
き
も
の
を
酒
徳
利
に
使

っ

て

い

る
（
ほ
ど
田
舎
だ
）
」
と
い
う
田
舎
者
を
嘲
弄
す
る
意
味
に
解
す
る
こ
と
が

で

き
、
あ
る
い
は
「
す
が
め
」
が
酢
甕
に
か
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
な
ら
ぱ

「伊
勢
の
（
国
は
田
舎
な
の
で
、
酒
も
酢
み
た
い
に
不
味
く
）
酒
徳
利
は
ま
る
で
酢

の
入
れ

も
の
だ
」
と
い
う
解
釈
も
可
能
な
の
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
い

せ
の

國
に
住
國
ふ
か
」
い
忠
盛
を
椰
楡
す
る
言
葉
と
し
て
、
前
後
の
文
脈
と
の
整
合

性
も
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
②
の
論
点
に
つ
い
て
は
多
様
な
解

5）（中野1994より改変）図7　常滑焼の広ロ瓶・三筋壼実測図（S＝1

釈
が
可
能
で
あ
る
以
上
、
①
の
論
点
共
々
、
安
濃
津
が
広
域
流
通
品
と
し
て
の
常
滑

焼
の
集
散
地
で
あ
っ
た
こ
と
の
決
定
的
根
拠
と
は
評
価
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
常
滑
焼
の
流
通
の
他
に
、
安
濃
津
が
栄
え
て
い
た
港
町
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
根
拠
と
し
て
は
、
次
の
史
料
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
〔
伊
藤
一
九
九
七
a
・
一
九

九
七

b
・
一
九
九
八
b
・
一
九
九
九
〕
。

③
「
後
聞
、
伊
勢
國
阿
乃
津
民
戸
地
震
之
間
、
為
大
波
浪
多
以
破
損
云
々
、
凡
諸

　
　
國
有
此
如
事
、
近
代
以
來
地
震
未
有
如
此
例
也
」
（
『
中
右
記
』
永
長
元
年
〈
↓

　
　
〇

九

六
〉
一
二
月
九
日
条
）

④

「太

神
宮
神
主
帖
　
諸
国
往
反
津
泊
預

45



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第113集2004年3月

　
　
　
欲
被
任
先
例
、
無
事
煩
、
令
往
反
当
宮
御
領
安
濃
津
御
厨
刀
祢
中
臣
国
行
等
状

　
　
右
得
彼
国
行
解
状
禰
、
当
宮
御
領
神
人
等
、
依
無
指
寄
作
田
畠
、
往
反
諸
国
、

　
　
成
交
易
之
計
、
到
供
祭
之
勤
、
成
世
途
之
支
者
、
承
前
之
例
也
、
因
之
、
往
反

　
　
渡
海
之
間
、
自
往
難
無
事
煩
、
近
年
以
降
、
背
先
例
、
致
其
妨
之
条
、
大
愁
也
、

　
　
然
則
、
任
先
跡
、
無
事
煩
、
欲
被
令
往
反
渡
海
之
条
、
帖
送
如
件
、
神
威
無
止
、

　
　
先
跡
有
限
、
何
与
寛
優
放
、
以
帖

　
　
　
建
久
七
年
四
月
十
五
日
　
　
大
内
人
荒
木
田

　
　
　
祢
宜
荒
木
田
神
主
在
判
」
（
『
神
宮
雑
書
』
）

⑤

「
そ
の
夜
は
あ
の
・
津
に
つ
き
ぬ
。
念
佛
の
導
場
に
や
と
る
。
こ
・
は
こ
の
國

　
　
の
う
ち
の
一
都
會
に
て
、
封
彊
も
ひ
ろ
く
、
家
の
か
す
も
お
ほ
く
て
、
い
と
み

　
　
と
こ
ろ
あ
り
。
」
（
『
耕
雲
紀
行
』
応
永
二
一
五
年
九
月
二
二
日
条
）

　
⑥

「
此

十
六
日
に
思
い
立
ぬ
。
雲
出
川
阿
野
の
津
の
あ
な
た
。
（
中
略
）
此
津
十

　
　
鹸
年
以
來
荒
野
と
な
り
て
。
四
五
千
軒
の
家
堂
塔
跡
の
み
。
」
（
『
宗
長
手
記
』

　
　
大
永
二
年
八
月
一
六
日
条
）

　
し
か
し
、
史
料
③
・
⑤
・
⑥
か
ら
判
る
こ
と
は
、
安
濃
津
が
伊
勢
国
内
で
も
繁
栄

し
て
い
た
港
町
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
過
ぎ
ず
、
史
料
④
も
、
安
濃
津
神
人
が
他
国

と
交
易
を
営
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
は
い
て
も
、
そ
れ
が
ど
こ
ま
で
の
範
囲
な
の

か

を
明
示
し
て
は
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
安
濃
津
神
人
が
交
易
を
し
て
い
た
主
要

な
相
手
国
は
、
尾
張
地
域
産
の
〈
山
茶
碗
〉
の
搬
入
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
伊
勢
湾

岸
・
三
河
湾
岸
の
諸
国
（
尾
張
・
三
河
・
志
摩
）
や
、
木
曽
三
川
を
伝
っ
て
容
易
に

遡
上

で

き
る
美
濃
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
充
分
に
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現

在
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
史
・
資
料
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
安
濃
津
が
中
世
に
お

い
て

伊
勢
湾
岸
で
は
比
較
的
規
模
の
大
き
な
港
町
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
の

住

人
に
よ
っ
て
近
隣
諸
国
と
の
交
易
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
ま
で
で
あ
り
、
よ
り
以

上
の
位
置
づ
け
は
過
大
評
価
と
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
で

は
、
安
濃
津
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
、
広
く
列
島
各
地
に
流
通
し
て

い

る
常
滑
焼
は
、
↓
体
ど
こ
を
経
由
し
て
運
ば
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
の
と

こ
ろ
、
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
決
定
的
証
拠
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
が
、

陸
路
で
の
京
滋
方
面
へ
の
運
搬
で
あ
れ
ば
、
安
濃
津
を
含
め
て
中
・
北
伊
勢
地
域
の

港
町
に

は
い
ず
れ
も
可
能
性
が
あ
り
、
東
日
本
の
太
平
洋
岸
へ
の
出
荷
で
あ
れ
ば
、

綿
貫
友
子
氏
ら
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
〔
綿
貫
一
九
九
五
〕
、
や
は
り
伊
勢
の
大

湊
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
大
湊
を
常
滑
焼
の
集
散
地
と
は
考
え
が
た
い
と
い
う
矢
田
俊
文
氏
の

論
考
〔
矢
田
一
九
九
五
〕
の
存
在
は
承
知
し
て
お
り
、
氏
が
常
滑
焼
の
主
要
な
出

荷
先
を
考
え
る
際
に
、
史
料
と
し
て
示
さ
れ
た
『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
記
さ
れ
て
い

る
の
は
、
桑
名
・
四
日
市
・
白
子
と
い
っ
た
い
ず
れ
も
中
・
北
伊
勢
地
域
の
港
津
ば

か

り
で
あ
る
。
し
か
し
、
常
滑
焼
の
中
・
北
伊
勢
地
域
へ
の
出
荷
が
、
京
滋
方
面
や

東
日
本
へ
の
広
域
流
通
品
で
あ
る
の
か
、
地
元
で
消
費
さ
れ
る
物
資
で
あ
る
の
か
を

明
確
に
し
な
け
れ
ば
、
常
滑
焼
の
遠
隔
地
交
易
の
拠
点
が
中
・
北
伊
勢
に
あ
っ
た
こ

と
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
遺
跡
か
ら
の
出
土
品
を
見
る
限
り
、
常
滑
焼
は

中
・
近
世
を
通
し
て
伊
勢
湾
岸
地
域
へ
供
給
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
一
六
世
紀
以
降

遠

隔
地
へ
の
流
通
量
は
急
速
に
減
少
す
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
れ

バリ
　ば
、
『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
出
荷
先
は
、
中
・
北
伊
勢
地
域
で
消
費

さ
れ
る
常
滑
焼
の
集
散
地
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
矢
田
氏
は
伊
勢
地
域
に
お
け
る
産
地
別
の
〈
山
茶
碗
〉
消
費
状
況
に
も
注

目
し
、
「
中
・
北
伊
勢
が
圧
倒
し
て
い
る
尾
張
産
の
碗
の
出
土
状
況
か
ら
み
て
、
知

多
半
島
か
ら
壷
・
甕
は
北
・
中
伊
勢
に
は
搬
入
さ
れ
な
く
て
、
南
伊
勢
の
大
湊
に
搬

入

さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
が
た
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
常
滑
焼
の
壼
・

甕
が
、
遠
隔
地
に
運
ば
れ
る
だ
け
で
な
く
、
地
元
で
も
消
費
さ
れ
る
物
資
で
あ
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
小
廻
船
で
常
滑
（
知
多
半
島
）
か
ら
中
・
北
伊
勢
地
域
へ
常
滑
焼

が
運
ば
れ
て

い

た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と
い
え
よ
う
。
現
に
、
中
・
北
伊
勢
地
域

の

中
世
遺
跡
か
ら
も
常
滑
焼
の
壼
・
甕
は
少
な
か
ら
ず
出
土
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が

ら
、
東
海
地
方
内
部
の
小
地
域
内
で
の
流
通
と
、
関
東
方
面
と
の
交
易
は
本
質
的

に
別
問
題
で
あ
り
、
東
海
地
方
を
基
本
的
な
流
通
圏
と
す
る
〈
山
茶
碗
〉
の
分
布
を
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も
っ
て
、
広
域
流
通
品
と
し
て
の
常
滑
焼
の
壷
・
甕
の
集
荷
地
を
論
ず
る
こ
と
に
は

疑
問
が
残
る
。

　
む
し
ろ
、
大
湊
の
位
置
す
る
南
伊
勢
地
域
に
も
、
一
定
量
の
尾
張
産
〈
山
茶
碗
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
出
土
す
る
遺
跡
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
知
多
半
島
か
ら
大

湊
へ
向
け
て
常
滑
焼
が
出
荷
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
も
何
ら
問
題
は
あ
る
ま
い
。
ま

た
、
平
泉
で
の
大
量
出
土
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
東
海
地
方
か
ら
東
日
本
へ
運
ば

れ
て

い

る
陶
器
の
中
に
、
か
な
り
の
量
の
渥
美
焼
が
含
ま
れ
て
い
る
事
実
〔
八
重
樫

一
九
九

五
〕
は
、
伊
勢
湾
と
東
国
を
繋
ぐ
海
路
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
非
常
に
示

唆
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
伊
勢
湾
の
湾
口
部
近
く
に
位
置
す
る
渥
美
窯
か
ら
、
東

日
本
方
面
へ
陶
器
を
出
荷
す
る
に
際
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
湾
奥
部
の
安
濃
津
へ
一
旦
集

積
し
た
と
考
え
る
よ
り
は
、
や
は
り
湾
口
部
に
ほ
ど
近
い
大
湊
へ
出
荷
す
る
ほ
う
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遥
か

に
合
理
的
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
図
8
）
。
安
濃
津
の
位
置

す
る
中
伊
勢
地
域
や
北
伊
勢
地
域
に
、
〈
山
茶
碗
〉
を
含
め
て
渥
美
窯
の
製
品
が
あ

ま
り
流
通
し
て
い
な
い
こ
と
も
、
安
濃
津
を
関
東
方
面
へ
出
荷
さ
れ
る
陶
器
の
集
散

地

と
は
評
価
し
に
く
い
理
由
の
↓
つ
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
に
加
え
、
現
時
点
で
文
献
史
学
側
か
ら
関
東
へ
の
渡
海
が
確
認
さ
れ

て

い

る
廻
船
の
根
拠
地
が
、
大
湊
・
阿
久
志
と
い
っ
た
い
ず
れ
も
南
伊
勢
か
ら
志
摩

に
か
け
て
の
港
津
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
〔
稲
本
一
九
九
二
、
綿
貫
一
九
八
九
、

宇
佐
見
一
九
九
七
〕
、
伊
勢
湾
と
関
東
を
結
ぶ
海
運
の
伊
勢
湾
側
の
中
心
は
、
や
は

り
大
湊
か
ら
志
摩
一
帯
の
地
域
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
安
濃
津
を
根
拠
地
と
す
る
船
舶
の
関
東
へ
の
渡
航
が
全
く
な
か
っ
た
と
ま
で
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

張
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
港
津
と
し
て
の
安
濃
津
の
機
能
は
、
基
本
的
に
伊
勢

湾
・
三
河
湾
内
を
往
来
す
る
小
廻
船
の
発
着
地
で
あ
り
、
関
東
へ
の
渡
海
船
の
基
地

と
し
て
の
比
重
は
、
大
湊
一
帯
と
較
べ
て
相
対
的
に
低
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

忽

図8　伊勢湾岸の港津位置図（S＝1：1200，000）

　
本
稿
で
は
、
一
五
・
一
六
世
紀
と
い
っ
た
戦
国
時
代
の
遺
跡
を
考
え
る
際
に
、
し

ば

し
ば
年
代
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
瀬
戸
美
濃
陶
器
の
編
年
に
つ
い
て
検
討
し
た
結

果
、
現
在
流
布
し
て
い
る
年
代
観
よ
り
も
実
際
の
年
代
が
や
や
降
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
。
そ
し
て
、
従
来
明
応
地
震
の
影
響
の
大
き
さ
が
強
調
さ
れ
る
傾
向
に
あ

っ

た
東
海
地
方
港
津
の
実
際
の
衰
退
・
廃
絶
時
期
が
、
］
六
世
紀
代
に
降
る
蓋
然
性

が
高
い
こ
と
を
論
じ
、
港
津
衰
退
の
背
景
に
一
五
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
て
の

流
通
経
済
の

変
容
と
、
地
域
権
力
の
流
通
へ
の
介
入
を
想
定
し
た
。

　
ま
た
、
本
稿
で
検
討
の
対
象
と
し
て
採
り
上
げ
た
の
は
東
海
地
方
の
港
津
に
限
ら

れ

る
が
、
こ
の
時
期
の
社
会
変
動
が
単
に
東
海
地
方
の
枠
内
に
と
ど
ま
る
も
の
で
な

い

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
同
様
の
現
象
は
他
地
域
で
も
確
認
で
き
る
可
能
性
が
高
い
と

思

わ
れ
る
。
既
に
、
文
献
史
学
側
か
ら
は
、
大
永
年
間
に
宮
市
で
の
津
料
徴
収
を
逃

れ

る
た
め
に
、
廻
船
が
三
田
尻
に
廻
送
さ
れ
る
現
象
が
起
き
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て

お

り
〔
鈴
木
一
九
八
〇
〕
、
安
濃
津
の
場
合
も
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
に
海
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関
と
し
て
の
「
警
固
」
が
新
た
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
宮
市
と
同
様

に
廻
船
の
寄
港
が
忌
避
さ
れ
、
港
津
機
能
が
低
下
し
て
い
っ
た
可
能
性
も
否
定
は
で

き
な
い
。
も
っ
と
も
、
乏
し
い
資
・
史
料
か
ら
こ
れ
以
上
の
推
論
を
試
み
る
こ
と
は
、

単
な
る
憶
測
と
な
り
か
ね
ず
、
や
は
り
新
た
な
資
・
史
料
の
発
掘
に
期
待
し
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

た
だ
、
一
時
的
な
自
然
災
害
を
港
津
廃
絶
・
衰
退
の
決
定
的
要
因
と
考
え
に
く
い

こ
と
は
、
繰
り
返
し
本
稿
で
論
じ
て
き
た
と
お
り
で
あ
り
、
後
世
の
伝
聞
記
事
が
全

く
の
虚
構
で
は
な
い
に
せ
よ
、
断
片
的
事
実
を
綴
っ
て
語
ら
れ
る
物
語
全
体
の
信
懸

性

に
対
し
て
は
、
充
分
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　
本
稿
作
成
に
い
た
る
課
程
で
、
井
川
祥
子
・
伊
藤
裕
偉
・
宇
佐
見
隆
之
・
内
堀
信

雄
・
加
藤
理
文
・
斉
藤
理
・
高
木
晃
・
永
田
宗
秀
・
楢
崎
彰
一
・
羽
田
聡
・
畑
中
英

二
・

平
尾
政
幸
・
藤
澤
良
祐
・
水
橋
公
恵
・
森
泰
通
・
吉
川
義
彦
（
五
〇
音
順
）
の

各
氏
か
ら
ご
教
示
を
頂
戴
す
る
と
同
時
に
、
資
料
の
実
見
・
文
献
検
索
に
ご
高
配
を

賜
っ
た
。
特
に
、
瀬
戸
美
濃
陶
器
の
暦
年
代
観
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
市
の
発
掘
調
査

成
果
に
基
づ
く
内
堀
氏
の
意
見
に
、
京
都
の
発
掘
調
査
成
果
を
加
味
し
て
成
稿
し
た
。

ま
た
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
「
守
護
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＠
岐

阜
」
準
備
研
究
会
の
際
に
、
藤
澤
氏
・
伊
藤
氏
に
も
臨
席
い
た
だ
い
て
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
諸
氏
の
学
恩
に
深
謝
す
る
。

註（
1
）
　
明
応
地
震
で
大
湊
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
、
『
内
宮
子
良
館
記
』
に
「
今
度
大
地

　

震
ノ
高
監
二
。
大
湊
ニ
ハ
家
千
軒
絵
。
人
五
千
人
計
流
死
ト
云
々
。
其
外
伊
勢
島
間
二
。
彼

　
　
是
一
万
人
計
モ
流
死
也
。
明
応
七
年
戊
午
八
月
廿
二
日
ノ
事
也
」
（
『
続
群
書
類
従
　
第
一
輯

　
　
下
』
に
よ
る
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）

　
　
に
愛
洲
氏
発
向
の
風
聞
を
受
け
て
、
大
湊
が
礼
銭
百
貫
文
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
〔
稲
本

　
　
一
九
九
二
〕
は
、
一
六
世
紀
初
頭
の
大
湊
が
相
当
の
経
済
的
復
興
を
遂
げ
て
い
た
こ
と
を
雄

　

弁
に
物
語
っ
て
い
よ
う
。

（
2
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
小
島
道
裕
氏
も
指
摘
し
て
い
る
〔
小
島
　
二
〇
〇
二
〕
。

（
3
）
　
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
安
濃
津
廃
絶
の
要
因
を
明
応
地
震
に
求
め
る
の
が
近
年
の

　

研
究
動
向
で
あ
る
が
、
三
浦
圭
一
氏
は
安
濃
津
荒
廃
の
要
因
を
関
胤
盛
と
宮
原
盛
高
の
抗
争

　
　
と
し
〔
三
浦
　
一
九
七
六
〕
、
小
島
道
裕
氏
は
流
通
の
変
化
を
重
視
し
て
い
る
〔
小
島
　
二
〇

　
　
〇
二
〕
。
ま
た
、
明
応
地
震
の
直
接
的
影
響
を
重
視
す
る
峰
岸
純
夫
氏
や
伊
藤
裕
偉
氏
も
、

　
　
「
十
五
・
十
六
世
紀
を
境
と
す
る
伊
勢
～
関
東
の
太
平
洋
水
運
の
断
絶
状
況
は
、
（
中
略
）
伊
勢

　
　
大
神
宮
権
力
の
衰
退
、
北
条
氏
の
伊
豆
制
圧
、
鎌
倉
府
体
制
の
崩
壊
そ
し
て
各
地
の
戦
国
大

　
　
名
に
よ
る
領
国
・
領
海
の
確
保
と
争
覇
な
ど
が
絡
み
合
っ
て
進
行
し
て
い
っ
た
と
推
測
」
〔
峰

　
　
岸
　
一
九
九
九
〕
、
あ
る
い
は
「
安
濃
津
が
京
都
を
中
核
と
し
た
物
流
網
を
支
え
る
一
部
分
と

　
　
す
れ
ば
、
そ
の
求
心
力
低
下
に
よ
る
衰
退
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
」
〔
伊
藤
　
一
九
九
七
a
〕
と

　
　
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
港
津
が
衰
退
・
廃
絶
す
る
要
因
を
、
そ
れ
取
り
巻
く
社
会
的
な
状
況
の

　
　
中
に
も
見
出
そ
う
と
す
る
視
点
と
し
て
評
価
さ
れ
よ
う
。

（
4
）
　
例
え
ば
、
尾
張
地
域
で
は
沓
掛
城
（
豊
明
市
）
・
岩
崎
城
（
日
進
市
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

　
　
ほ
か
、
清
洲
城
下
町
遺
跡
で
も
古
瀬
戸
後
W
期
か
ら
出
土
遺
物
量
が
急
増
す
る
こ
と
が
判
っ

　
　
て
い
る
〔
藤
澤
　
一
九
九
］
b
〕
。
ま
た
、
尾
張
地
域
以
外
で
は
、
三
河
地
域
の
福
谷
城
（
三

　
　
好
町
）
・
吉
田
城
（
豊
橋
市
）
・
田
原
城
（
田
原
町
）
、
伊
勢
地
域
の
桑
部
城
（
桑
名
市
）
な
ど

　
　
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
5
）
　
伊
藤
裕
偉
氏
の
ご
配
慮
で
実
見
の
機
会
を
得
た
。

（
6
）
　
筆
者
自
身
の
印
象
に
よ
る
が
、
京
都
で
永
年
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
に
従
事
し
て
お
ら
れ

　
　
る
平
尾
政
幸
氏
か
ら
も
同
様
の
印
象
を
お
持
ち
で
あ
る
旨
、
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
7
）
　
引
用
文
は
、
『
日
本
古
典
文
学
大
系
3
2
　
平
家
物
語
上
』
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る

（
8
）
　
『
日
本
古
典
文
学
大
系
3
2
　
平
家
物
語
上
』
（
岩
波
書
店
）
の
注
釈
は
、
「
す
が
め
」
が
酢

　
　
瓶
に
か
け
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。

（
9
）
　
現
在
の
埼
玉
県
域
で
は
、
一
六
世
紀
に
な
る
と
常
滑
焼
の
搬
入
量
が
急
激
に
減
少
す
る
こ

　
　
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
浅
野
晴
樹
　
一
九
九
五
〕
。

（
1
0
）
　
例
え
ば
、
王
寺
遺
跡
・
鴻
ノ
木
遺
跡
（
以
上
、
松
阪
市
）
・
本
郷
遺
跡
（
明
和
町
）
・
蚊
山
遺

　
　
跡
左
郡
地
区
（
玉
城
町
）
・
安
養
寺
跡
（
二
見
町
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
〔
前
川
　
一
九
九
四
〕
。

（
1
1
）
　
も
っ
と
も
、
関
東
方
面
へ
輸
送
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
陶
器
を
、
い
ち
い
ち
大
湊

　
　
や

安
濃
津
へ
集
積
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
が
あ
る
か
ど
う
か
も
問
題
で
あ
り
、
大
湊

　
　
や

安

濃
津
を
根
拠
地
と
す
る
船
舶
が
、
生
産
地
の
最
寄
り
の
港
津
で
荷
（
陶
器
）
を
積
み
込

　
　

み
、
直
接
関
東
を
目
指
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
こ

　
　
う
考
え
る
場
合
に
は
、
安
濃
津
も
大
湊
も
関
東
方
面
へ
流
通
す
る
陶
器
の
集
散
地
と
は
言
え

　
　
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
1
2
）
　
『
中
右
記
』
永
久
六
年
（
］
＝
八
）
正
月
廿
九
日
条
か
ら
、
安
濃
津
神
人
が
前
遠
江
守
源
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基
経

を
訴
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
交
易
な
い
し
輸
送
に
起
因
す
る
事
件

と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
安
濃
津
を
基
地
と
す
る
廻
船
の
活
動
範
囲
は
遠
州
灘
を
含
ん
で
い

た
と
考
え
ら
れ
〔
綿
貫
　
一
九
九
八
〕
、
関
東
に
ま
で
及
ん
で
い
た
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な

い
。

引
用
・
参
考
文
献

赤
木
剛
ほ
か
　
一
九
九
四
　
　
『
豊
橋
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
2
1
集
　
吉
田
城
趾
（
1
）
』

　

豊
橋
市
教
育
委
員
会
・
豊
橋
遺
跡
調
査
会

浅
野
晴
樹
　
一
九
九
五
　
　
「
東
国
の
常
滑
焼
の
出
土
状
況
」
『
常
滑
焼
と
中
世
社
会
』
小
学
館

阿
部
浩
一
　
一
九
九
九
　
　
「
中
世
浜
名
湖
水
運
と
地
域
社
会
」
『
中
世
の
み
ち
と
物
流
』
山
川
出

　

版
社

有
光
友
學
　
一
九
九
五
　
　
「
陸
海
交
通
と
伝
馬
制
」
『
静
岡
県
史
　
通
史
編
2
　
中
世
』
静
岡
県

飯
田

良
一
　
一
九
八
八
　
　
「
文
明
年
間
に
お
け
る
伊
勢
湾
の
警
固
と
廻
船
」
『
三
重
県
史
研
究
』

　

第
4
号
三
重
県

飯

田
良
一
　
一
九
九
六
　
「
伊
勢
海
の
海
上
交
通
と
海
の
関
所
」
『
四
日
市
市
史
　
第
十
六
巻

　

通
史
編

古
代
・
中
世
』
四
日
市
市

井
川
祥
子
　
一
九
九
七
　
　
「
1
5
世
紀
後
半
か
ら
1
6
世
紀
前
葉
の
土
師
器
皿
ー
中
濃
地
域
を
中
心

　

と
し
て
i
」
『
美
濃
の
考
古
学
』
第
2
号
　
美
濃
の
考
古
学
刊
行
会

伊
藤
裕
偉
　
一
九
九
七
a
「
中
世
の
港
湾
都
市
・
安
濃
津
に
関
す
る
覚
書
」
『
ふ
び
と
』
第
4
9
号

　
　

三

重
大
学
歴
史
研
究
会

伊
藤
裕
偉
　
一
九
九
七
b
「
安
濃
津
に
関
す
る
基
礎
検
討
」
『
安
濃
津
』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ

　
ン
タ
ー

伊
藤
裕
偉
　
一
九
九
八
a
「
安
濃
津
研
究
の
現
状
と
課
題
」
『
≦
o
　
巨
。
・
9
蔓
』
＜
o
↑
〇
　
三
重
歴

　

史
文
化
研
究
会

伊
藤
裕
偉
　
一
九
九
八
b
「
安
濃
津
と
は
ど
ん
な
港
町
だ
っ
た
の
か
」
『
津
の
ほ
ん
別
冊
　
安
濃

　
津
港
研
究
』
津
の
ほ
ん
の
会

伊
藤
裕
偉
　
一
九
九
九
　
　
「
安
濃
津
の
成
立
と
そ
の
中
世
的
展
開
」
『
日
本
史
研
究
』
第
四
四
八

　

号
　
日
本
史
研
究
会

伊
藤
裕
偉
　
二
〇
〇
〇
　
　
「
中
世
安
濃
津
の
交
通
路
と
物
流
」
『
織
豊
期
の
政
治
構
造
』
吉
川
弘

　
文
館

稲
本
紀
昭
　
一
九
八
九
　
　
『
日
本
三
津
に
関
す
る
史
料
の
研
究
』
津
市

稲
本
紀
昭
　
一
九
九
二
　
「
伊
勢
・
志
摩
の
交
通
と
交
易
」
『
海
と
列
島
文
化
　
第
8
巻
　
伊
勢

　

と
熊
野
の
海
』
小
学
館

井
上
喜
久
男
　
一
九
七
六
　
「
編
年
表
」
『
美
濃
の
古
陶
』
光
琳
社
出
版

井
上
喜
久
男
　
一
九
八
五
　
　
「
近
世
城
館
跡
の
陶
磁
ノ
ー
ト
（
1
）
」
『
愛
知
県
陶
磁
資
料
館
研

　

究
紀
要
』
4
　
愛
知
県
陶
磁
資
料
館

井
上
喜
久
男
　
一
九
八
七
　
　
「
瀬
戸
・
美
濃
窯
の
近
世
へ
の
変
容
に
つ
い
て
」
『
貿
易
陶
磁
研

　

究
』
第
7
号
　
日
本
貿
易
陶
磁
研
究
会

井
上
喜
久
男
　
一
九
八
八
　
「
美
濃
窯
の
研
究
（
一
）
－
十
五
～
十
六
世
紀
の
陶
器
生
産
ー
」

　

『東
洋
陶
磁
』
第
十
五
・
十
六
号
　
東
洋
陶
磁
学
会

井
上
喜
久
男
　
一
九
九
〇
　
　
「
尾
張
陶
磁
（
1
）
ー
近
世
初
期
の
瀬
戸
物
生
産
ー
」
『
愛
知
県
陶

　

磁
資
料
館
研
究
紀
要
』
9
　
愛
知
県
陶
磁
資
料
館

井
上
喜
久
男
　
一
九
九
二
　
『
尾
張
陶
磁
』
ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
社

宇
佐
見
隆
之
　
一
九
九
七
　
　
「
中
世
の
太
平
洋
海
運
と
湊
船
ー
『
武
蔵
国
品
河
湊
船
帳
』
の
再
検

　

討
ー
」
『
古
文
書
研
究
』
4
4
・
4
5
号

内
堀
信
雄
ほ
か
　
二
〇
〇
〇
　
　
『
城
之
内
遺
跡
（
第
2
分
冊
ご
　
岐
阜
市
教
育
委
員
会

大

矢
義
明
ほ
か
　
一
九
八
一
　
『
京
都
市
高
速
鉄
道
■
丸
線
内
遺
跡
調
査
年
報
』
H
　
京
都
市

　

高
速
鉄
道
烏
丸
線
内
遺
跡
調
査
会

岡
本
　
聡
　
一
九
八
九
　
　
『
城
ノ
前
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
浜
名
郡
新
居
町
教
育
委
員
会

尾
野
善
裕
ほ
か
　
一
九
九
五
　
　
『
名
古
屋
城
三
の
丸
遺
跡
第
6
・
7
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
名

　

古
屋
市
教
育
委
員
会

尾
野
善
裕
　
一
九
九
七
　
「
中
世
食
器
の
地
域
性
　
東
海
・
濃
飛
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研

　

究
報
告
』
第
7
1
集
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

加
藤
理
文
　
一
九
九
九
　
　
「
総
括
及
び
考
察
」
『
元
島
遺
跡
1
（
遺
物
・
考
察
編
1
1
中
世
ー
）
』

　
　

財

団
法
人
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

小
島
道
裕
　
二
〇
〇
二
　
「
都
市
の
場
・
地
域
と
流
通
・
消
費
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究

　

報
告
』
第
9
2
集
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

近
藤
和
子
　
一
九
九
九
　
　
「
山
科
本
願
寺
H
」
『
平
成
9
年
度
　
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
』

　

財

団
法
人
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

斉
藤
　
理
・
水
谷
芳
春
　
一
九
九
六
　
　
『
桑
名
市
文
化
財
調
査
報
告
　
4
　
桑
部
城
跡
第
1
次

　

発
掘
調
査
報
告
書
』
桑
名
市
教
育
委
員
会

桜
井
英
二
　
二
〇
〇
二
　
「
中
世
の
商
品
市
場
」
『
新
体
系
日
本
史
1
2
　
流
通
経
済
史
』
山
川
出

　

版
社

鈴
木
敦
子
　
一
九
八
〇
　
　
「
中
世
後
期
に
お
け
る
地
域
経
済
圏
の
構
造
」
『
歴
史
学
研
究
』
別
冊

　

特
集
（
「
九
八
〇
年
度
歴
史
学
研
究
会
大
会
報
告
）
　
青
木
書
店

高
木
　
晃
ほ
か
　
二
〇
〇
二
　
『
鷺
山
仙
道
遺
跡
（
1
次
調
査
ご
岐
阜
市
文
化
振
興
事
業
団

塚
本

和
弘
ほ
か
　
一
九
九
五
　
　
『
横
地
城
南
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
書
』
静
岡
県
菊
川
町
教
育

　
委
員
会
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永
田
宗
秀
・
近
藤
和
子
　
一
九
九
九
　
　
「
山
科
本
願
寺
1
」
『
平
成
9
年
度
　
京
都
市
埋
蔵
文
化

　
財
調
査
概
要
』
財
団
法
人
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

中
野
晴
久
　
一
九
九
四
　
　
「
赤
羽
・
中
野
「
生
産
地
に
お
け
る
編
年
に
つ
い
て
」
『
全
国
シ
ン
ポ

　

ジ
ウ
ム
「
中
世
常
滑
焼
を
お
っ
て
」
資
料
集
』
日
本
福
祉
大
学
知
多
半
島
総
合
研
究
所

前
川
嘉
宏
　
一
九
九
四
　
「
三
重
県
に
お
け
る
山
茶
碗
の
出
土
状
況
」
『
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ

　
ン

タ
ー
研
究
紀
要
』
第
3
号
　
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

藤
澤
良
祐
　
一
九
八
六
　
　
「
瀬
戸
大
窯
発
掘
調
査
報
告
」
『
瀬
戸
市
歴
史
民
俗
資
料
館
研
究
紀

　

要
』
V
　
瀬
戸
市
歴
史
民
俗
資
料
館

藤
澤
良
祐
　
一
九
九
．
a
　
「
瀬
戸
古
窯
趾
群
n
ー
占
瀬
戸
後
期
様
式
の
編
年
ー
」
『
瀬
戸
市
歴

　

史
民
俗
資
料
館
研
究
紀
要
』
X
　
瀬
戸
市
歴
史
民
俗
資
料
館

藤
澤
良
祐
　
一
九
九
一
b
　
「
城
館
出
土
の
瀬
戸
・
美
濃
大
窯
製
品
」
『
中
世
の
城
と
考
古
学
』

　

新
人
物
往
来
社

藤
澤
良
祐
　
一
九
九
四
　
　
『
瀬
戸
市
史
　
陶
磁
史
篇
四
』
瀬
戸
市

藤
澤
良
祐
　
一
九
九
五
　
　
「
瀬
戸
古
窯
趾
群
皿
ー
古
瀬
戸
前
期
様
式
の
編
年
ー
」
『
（
財
）
瀬
戸

　

市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
3
輯
　
　
（
財
）
瀬
戸
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

藤
澤
良
祐
　
二
〇
〇
一
　
「
瀬
戸
・
美
濃
大
窯
製
品
の
生
産
と
流
通
ー
研
究
の
現
状
と
課
題
ー
」

　
『
財
団
法
人
　
瀬
戸
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
設
立
1
0
周
年
記
念
「
瀬
戸
大
窯
と
そ
の
時
代
」

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
　
戦
国
・
織
豊
期
の
陶
磁
器
流
通
と
瀬
戸
・
美
濃
大
窯
製
品
ー
東
ア

　

ジ
ア
的
視
野
か
ら
1
資
料
集
』
財
団
法
人
瀬
戸
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

藤
澤
良
祐
　
一
．
○
〇
二
　
「
瀬
戸
・
美
濃
大
窯
編
年
の
再
検
討
」
『
（
財
）
瀬
戸
市
埋
蔵
文
化
財

　

セ

ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
1
0
輯
　
財
団
法
入
瀬
戸
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三

浦
圭
一
　
一
九
七
六
　
　
「
戦
国
期
の
交
易
と
交
通
」
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
8
　
中
世
4
』
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In　recent　years，　research　related　to　marine　transportation　along　the　Pac血c　coast　of　eastern　Japan　has

emphasized　the　detrimental　impact　of　the　1498　earthquake　on　ports　in　the　Tbkai　region．　Anots11（in

presen仁day　Mie　Prefecture）and　Motojima（in　Sh㎞oka　Prefecture），　which　nourished　during　the

15th　and　16th　centuries，　are　two　examples　of　port　sites　that　are　often　cited．　However，　further

archaeological　inves6ga60n　on　the　age　of　these　and　other　sites　has　revealed　gaps　in　the　periods　in

which　these　ports　declined　and　disappeared，　suggesting　that　a　single　natural　disaster　was　not　the

decisive　factor　in　their　decline．　Rather，　the　existence　and　later　disapPearance　of　several　such　ports

reflect　changes　in　transportation　and　distribution．　The　quan6ty　of　ceramic　ware，　dated　to　the　15th　to

16th　centuries，　which　far　outnumbers　those　of　earlier　periods，　excavated　from　port　sites　throughout

the　Tbkai　region，　supports　the　idea　of　regional　economic　transformation．　Moreover，　a　close

examination　of　the　rapid　increase　in　ceramic　use　in　these　areas　reveals　the　conspicuous　presence　of

H司iware，　which　was　strongly　influenced　by　Kyot（卜style　ceramics，㎞these　areas，　implying　migration

and　settlement　to　the　regions　by　people　who　were　acquainted　with　Kyoto　culture．

　　Archaeological　data　suggest　that　this　series　of　phenomena　occurred　around　the　Meio　era（1492－

1501）．The　exodus　to　the　outlying　provinces　by　military　governors，　acting－military　governors　and

private　guards，　who　had　primarily　resided　in　the　capital，　during　this　period　influenced　the

transformation　of　regional　economies　manifested　by　the　large－scale　consumption　of　ceramic　ware，

particularly　Hali　ware．　The　migration　by　the　military　governors　and　private　guards　that　occurred

during　the　political　changes　that　took　place　in　the　Meio　era　fbllowing　the　wars　and　disturbances　of　the

Onin　and　Bunmei　eras　was　not　restricted　to　the　Tokai　region．　Accordingly，　we　can　expect　that

archaeological　studies　of　other　regions　will　also　con丘rm　the　existence　of　similar　cases　of　regional

eCOnOmiC　tranSfOrmatiOn．
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